
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年8月20日 

熊本市上下水道局 

 

上下水道事業の概要 

（平成30年度） 



１ 上下水道事業の概況 

○ 上水道事業の現況について（平成30年3月末時点） 

 

水道創設 
1924年 

（大正13年） 

給水区域面積 32,416ha 

給水区域内人口 738,407人 

給水人口 704,557人 

給水普及率 95.4% 

年間配水量 80,787千㎥ 

管路総延長 3,482㎞ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 給水の流れ 

 熊本市の水道水は、100％地下水で賄われ

ています。地下水は、地下を浸透する間に、

自然に濾過されると同時に地中のミネラル分

が適度に溶け込むことで、おいしい水となり

ます。 

この良質で清冽な地下水は、市内各地にあ

る取水施設から汲み上げられており、上水道

管路、配水施設、送水場等を通して、お客さ

まのお手元にお届けされています。 

 

 

 

 

 

【上水道施設の位置図】 

【上水道配水区域図】 

 

 
 

配水施設 

取水施設 

送水場 
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○ 下水道事業の現況について（平成30年3月末時点） 

 

下水道着手 
1948年 

（昭和23年） 

処理区域面積 11,640ha 

行政区域内人口 732,217人 

処理区域内人口 655,441人 

普及率 89.5% 

年間汚水処理量 86,665千㎥ 

管路総延長 2,618㎞ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 汚水処理の流れ 

家庭や事業所から排出された汚水は、市内

各地に整備した下水道管路やポンプ場等を通

し、浄化センターへと運ばれます。 

 運ばれた汚水は、浄化センター内でバクテ

リアを利用して処理され、海や河川に放流さ

れます。また、処理過程で取り除かれた汚泥

については、汚泥処理施設で処理されていま

す。 

【下水道施設の位置図】 

【下水道処理区域図】 

浄化センター 

ポンプ場 
 

 

※熊本県の所管 

※ 
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熊 本 市 第 ７ 次 総 合 計 画

熊 本 市 上 下 水 道 事 業

経 営 基 本 計 画

経 営 理 念

整 合

2 上下水道事業の役割 

熊本市の水道事業は、大正 13年(1924年)の給水開始以来 90年にわたり、安全安心で

おいしい水道水の供給に努め、約 70万人の市民に給水を行っています。 

一方、下水道事業は、昭和 23年(1948年)に戦災復興事業の一環として着手して以来、

生活環境の向上や都市型災害の防止に取り組んできました。 

近年、高齢化に伴い進行する人口減少や節水器具の普及・高性能化により料金収入は減少

傾向にあります。一方で施設や管路の老朽化による更新需要の増加、耐震化による災害対策

なども計画的に進めていく必要があります。 

水道事業と下水道事業はともに市民生活に欠くことのできない重要なライフラインであり、

水循環システムにおいても一体的な役割を果たしています。このように 2つの事業は関係が

深く多くの共通点があることや、今後厳しさを増す経営環境に対応していくため、平成 21

年（2009年）に組織を統合し、上下水道局として効率的で一体的な事業運営を行っていま

す。 

これからも清冽で豊富な地下水を安全でおいしい水道水としてお届けし、使った水をきれ

いにして地球に戻すという市民生活に根ざしたライフラインとしての機能を果たしていくと

ともに、「世界に誇る地下水都市・熊本」の水循環システムを守ってまいります。 

 

3 経営基本計画と上下水道局の主な取組み 

平成 24年 3月に、これまでの上下水道事業の取組みを整理再構築し、上下水道局が目指

す方向性を明確にするために「熊本市上下水道事業経営基本計画」（計画期間：平成 24年度

～平成 33年度）を策定しました。 

平成 29年度には、国が示すビジョンの反映や熊本地震からの復旧復興事業を着実に進め

ていくため、本計画の中間見直しを行いました。見直しにあたっては、本計画 10年間の折

り返しポイントを迎えたことを踏まえ、計画前期における取組みの評価により、計画後期に

おける取組みの方向性を整理し、今後、上下水道局が取り組むべき事業の見直しを図りまし

た。 

 

○ 計画の位置付け 

本計画は、本市の最上位計画である「熊本市第 7

次総合計画」を受け、上下水道局の使命や目指すべき

方向性を見据え、上下水道事業を一体的、計画的かつ

効果的に推進するために定めるものであり、本市上下

水道事業の根幹に位置する計画です。 
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４つの経営理念

環 境 を 保 全 し 水 循 環
社 会 形 成 に 努 め ま す

経営

理念２

ラ イ フ ラ イ ン の 機 能
強 化 に 努 め ま す

経営

理念１

お客さ まの視点に⽴ っ た
企業運営に取り組みます

経営

理念３

公営企業と し て効果的 ・
効率的な経営に努めます

経営

理念４

基本方針１

上下水道の機能強化

基本方針２

環境に配慮した

水循環社会の形成

基本方針３

お客さまを真ん中

にした事業運営

基本方針４

安定した事業経営

① 水道の整備推進及び機能保全

② 下水道の整備推進及び機能保全

③ 災害に強い上下水道の確立

④ 熊本市上下水道事業震災復旧

復興計画の着実な推進

⑤「地下水都市くまもと」の

水環境・水循環の保全

⑥ 環境負荷低減策の推進

⑦ 信頼性・利便性の向上

と広報・広聴の充実

⑧ お客さまの参画と水に関わ

る人たちとの連携・協働

⑨ 経営基盤の強化

⑩ 執行体制の整備と人材

の育成

○ 経営理念と実現に向けた取組み 

 上下水道局では、「経営基本計画」に掲げる４つの経営理念の実現に向け、４つの基本方

針と１０の基本施策を定め、それぞれの取組みを着実に推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４つの経営理念の実現に向けて、

４つの基本方針と１０の基本施策を定め、

それぞれの取組みを着実に推進します
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成 果 指 標

H28実績値

95.2

H33目標値

97.0

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

給水普及率（％）

成 果 指 標

H28実績値

45.6

H33目標値

100

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

管路の更新進捗率（％）

 

 

  水道事業における給水普及率は、平成29年度末で95.4％となっています。また、下水

道事業における公共下水道普及率は、平成29年度末で89.5％となっています。 

これまで、両事業とも多くの設備投資を行っており、今後これらの多くが更新時期を迎

えることになります。安全で安心な生活を維持するためには、上下水道施設を適切に維持

管理しつつ耐震化を推進していくなど、施設の機能強化を図る必要があります。 

また、熊本地震で被災した上下水道施設については、原形復旧に取り組むとともに、熊

本地震で得た教訓を活かし、今後の災害発生に対する備えを進める必要があります。その

ため、次のような取組みを行います。 

 

 

水道施設の機能強化 

水道施設整備実施計画に基づき老朽化した管路及び施設の更新を進め、第６次拡張事業に

基づき合併町（富合・城南・植木）の簡易水道の統合と市全域での施設、管路の機能強化を

図っています。 

 

 

 

 

 

 
※ 管路の更新進捗率（％） 
＝（Ｈ23～更新した管路延長／Ｈ23～Ｈ33までの計画 
更新管路延長）×100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 給水普及率（％） 
＝（給水人口／給水区域内人口）×100 

 

 

【拡張・更新のイメージ】 

 
 第 6次拡張事業で 

拡張を進めている 

地域 

 水道施設整備実施 

計画で更新を進め 

ている地域 

【老朽管の更新工事】 

※ 

※ 
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成 果 指 標

H28実績値

100

H33目標値

100

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

水質基準達成率（％）

成 果 指 標

H28実績値

89.1

H33目標値

96.1

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

普及率（％）

成 果 指 標

H28実績値

97.1

H33目標値

97.0

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

水洗化率（％）

未整備区域

処理区域

水道水質の維持管理 
  水質検査計画に基づき、水源から蛇口までの水質

検査を行い、お客さまに安全安心な水道水を供給し

ます。水道ＧＬＰ※１ の認定を受けた検査体制により

水道水の安全性を確保します。 

 

 

 

 

 

 
※１ 水道ＧＬＰ（Good Laboratory Practice（有良試験所規範）） 

・・・水道水質検査の精度と信頼性の保証を確保するための認定基準のこと。 
 

※２ 水質基準達成率（％） 
＝（水質基準適合回数／全検査回数）×100 

 

公共下水道の整備 

   国庫補助制度を有効活用し下水道未普及地

区の解消に努めます。未普及地区については、

公共下水道整備計画に基づき整備を進めて

います。 

 

 

 

 

 

 
※１ 普及率 

＝（処理区域内人口／行政区域内人口）×100 
 

※２ 全体計画の見直しを進めており、目標値は修正 
する予定。 

 

下水道放流水質の向上 
   住民説明会時の早期接続促進や未接続世帯への継

続的な接続勧奨等により、水洗化率の向上に取り組

んでいます。 

 

 

 

 

 

 
※ 水洗化率（％） 

＝（下水道接続済人口／処理区域内人口）×100 

【処理区域・未整備区域のイメージ図】 

【下水道工事説明会】 

【水質検査の様子】 

【下水道接続の勧奨】 

【水道ＧＬＰ認定】 

※２ 

※1 

※２ 

※ 

6



 

 

成 果 指 標

H28実績値

60,050

H33目標値

68,000

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

災害対策用貯水量（㎥）

成 果 指 標

H28実績値

35.8

H33目標値

38.3

H28 実績値 H32 目標値

成 果 指 標

【下水道】管路耐震化率（％）

成 果 指 標

H28実績値

74.9

H33目標値

82.0

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

【水道】耐震適合性のある基幹管路の割合（％）

 

総合的危機管理体制の確立 
災害発生時に 74万市民１週間分の飲料水を確保

するため、災害対策用貯水量を計画的に増加させて

います。平成 29年度に運用を開始した南部送水場

には災害対策用貯水施設を建築しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震対策の推進 
   水道施設整備実施計画に基づき管路の耐震化を進めていたことにより、熊本地震では発災

から 2週間程で全市域への通水を開始することができました。 

   また、下水道総合地震対策計画に基づき、下水道の耐震診断、耐震補強設計、耐震補強工

事を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

※ 耐震適合性のある基幹管路の割合（％） 
＝（耐震性のある基幹管路延長／基幹管路総延長）×100 

 

 

 

 

 

 

 

※ 管路耐震化率（％） 
＝（耐震済管路延長／整備済管路延長）×100 

 

 

 

【南部送水場の災害対策用貯水施設】 

【水道管路の布設替え】 

【下水道管路の新設工事】 

※ 

※ 
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成 果 指 標

H28実績値

33

H33目標値

40
（100％）

H28 実績値 H31 目標値

成 果 指 標

熊本地震により被災した水道施設の復旧施設数（施設）

成 果 指 標

H28実績値

9

H33目標値

23
（100％）

H28 実績値 H31 目標値

成 果 指 標

熊本地震により被災した下水道施設の復旧施設数（施設）

成 果 指 標

H28実績値

-

H33目標値

28

H28 実績値 H31 目標値

成 果 指 標

既存の貯水機能付給水管の改良数（箇所）

成 果 指 標

H28実績値

65

H33目標値

140

H28 実績値 H31 目標値

成 果 指 標

災害用マンホールトイレの設置基数（基）

 

上下水道施設の早期復旧 
被災した管路の原形復旧に取り組んでいます。また、被災した配水池、浄化センター、ポ

ンプ場等、施設の原形復旧に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時対応力の強化 
   小・中学校に設置又は整備予定の災害用給水タンク（貯水機能付給水管）について、応急

給水施設として活用できるよう改良するとともに、応急給水栓等の装備品を配備します。 

   また、平成 29年度に中学校 5校においてマンホールトイレを整備しました。 

 

 

 

 

 

 

※ Ｈ29年度からの取組みのため、「－」での記載。 

 

 

 

 

 

 

※ 1校あたり 5基設置 

【下水道施設・管路の復旧】 

【上水道施設・管路の復旧】 

【局内の貯水機能付給水管】 

【マンホールトイレ】 

※ 

※ 
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成 果 指 標

H28実績値

67.7

H33目標値

1,400

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

地下水涵養量（万㎥）

成 果 指 標

H28実績値

1,030

H33目標値

継続実施

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

再生水の利用量（万㎥）

 

 

本市の水道は、その水源を100％地下水で賄っています。上下水道局は、この地下水を、

関係する部署と連携しながら将来にわたって守っていくとともに、お客さまへ安全でおい

しい水をお届けし、使われた水をきれいにして川や海に返すという水循環社会を形成する

うえでの重要な役割を果たしていかなければなりません。 

そのためには、本市独自の地下水保全の取組みや、同じ地下水を共有する熊本地域の自

治体や県等と連携・協力した広域的な地下水保全の取組みを進めていくことが必要です。 

また「公共用水域の水質保全」に向けて、合流式下水道※の改善や下水道高度処理の推

進とともに、生活排水処理を担当する部署と連携した総合的な生活排水処理対策を進める

必要があります。 

さらに、近年世界的に地球温暖化防止に対する取組みが進められており、上下水道局と

しても、自然エネルギーや下水道資源のさらなる有効活用とともに、エネルギー使用量の

削減に取り組む必要があります。そのため、次のような取組みを行います。 
 
※ 合流式下水道・・・汚水（生活雑排水）と道路や屋根などに降った雨水を一本の管に集めて処理並びに排除 

する方式 

   

 

地下水を「育む」取組み 

熊本市が実施する「白川中流域水田を活用した地

下水かん養事業」や「熊本市水源かん養林整備事業」

に協力し、地下水かん養に取り組んでいます。 

また、下水道処理水を農業用水に活用するととも

に、浄化センター内で再利用するなど水の有効活用

を図ります。 

 

 

 

 

 

 
※ Ｈ28年度は熊本地震の影響で減。 

Ｈ29年度実績値は 1,317.1万㎥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【熊本地域の地下水の流れ】 

【白川中流域の水田】 【水田湛水の様子】 

【農業用水への再利用】 

※ 

9



 

 

成 果 指 標

H28実績値

42.3

H33目標値

57.0

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

水道水をそのまま飲む人の割合（％）

成 果 指 標

H28実績値

4,482

H33目標値

4,674

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

自然エネルギーの発電量（千kwh）

燃料化物

（炭化固形物）
セメント原料

コンポスト

脱水汚泥

汚泥

脱水機

汚泥固形燃料化施設

（南部浄化センター）

民間委託による

コンポスト化

セメント原料化

各浄化センター

での脱水処理

固形燃料化施設

での炭化処理

地下水のおいしさを「届ける」取組み 

各種イベントにおいて、水のペットボトル「熊本

水物語」を活用した水道水の安全性やおいしさのＰ

Ｒ活動を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

地球温暖化対策の推進 

浄化センターの消化ガス発電設備等によって自然

エネルギーの有効活用に取り組んでいます。 

平成２６年度には、戸島送水場で小水力発電設備※

の稼働を開始しました。 

 

 

 

 

 

 
※ 小水力発電・・・ダムのような大規模構造物を必要としない 

小規模な水力発電 

 

 

資源の有効活用 

   下水処理過程で生じる汚泥の有効

活用を目的に、平成２５年度から汚

泥の固形燃料化を実施し、コンポス

ト※利用やセメント原料化と合わせ

て１００％有効利用しています。 

 
※ コンポスト・・・都市ごみ等を発酵 

させてつくる堆肥 

 

 

【小水力発電設備】 

【消化ガス発電設備】 

【熊本水物語】 

【下水処理過程における汚泥の有効活用の流れ】 
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成 果 指 標

H28実績値

2,104,339

H33目標値

600,000

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

ホームページアクセス数（人）

 

 

個人の価値観や生き方が大きく変化する中、お客さまが上下水道事業に求めるニーズも

多様化・高度化しています。また、本市のマスタープランである第７次総合計画では、「上

質な生活都市」を目指すために市民と行政がお互いに責任や役割を分担し、補い合いなが

らまちづくりに取り組むという基本理念を掲げています。上下水道局では、お客さまのご

意見等を的確に把握し、地域とそこに住むお客さまとともに課題の解決を図っていく必要

があります。 

そのためには、お客さまと情報を共有し、お客さまの様々なご意見等を施策に反映させ

るとともに、お客さまから信頼されるためにコンプライアンス遵守や適正な事務処理等を

徹底し、信頼性の高い経営や利便性の更なる向上に努める必要があります。 

また、お客さまからの信頼を得るためには、組織として職員を育成するとともに、職員

一人ひとりが、自己啓発に努め資質を向上させ、自ら考え行動することが求められます。 

加えて、「上質な生活都市」の実現には、災害発生時における他の自治体との連携を強化

するとともに、環境分野・農業分野などと連携・協働し事業を推進する必要があります。

そのため、次のような取組みを行います。 

  

  

お客さまに身近でわかりやすい情報の提供 
   熊本市水の科学館や上下水道施設見学の利用を促

進するために、市内の小・中学校で広報活動を行う

とともに、各種媒体を活用した幅広い広報を実施し

ます。平成 26年 5月 29日には熊本市水の科学館

の累計入場者数が 200万人を突破しました。 

   また、インターネット等のＩＣＴ（情報通信技術）

を活用した手続きを推進し、お客さまの利便性の向

上を図っています。 

 

 

 

 

 

 
※ Ｈ28年度は熊本地震の影響で大幅増。 

H29年度実績値は 476,430人。 

【下水道施設見学】 

【水の科学館】 

【上下水道局ＨＰ】 

【出前教室】 

※ 
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成 果 指 標

H28実績値

-

H33目標値

350

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

お客さまからのご意見数（件）

お客さまニーズの的確な把握 

上下水道事業に対するお客さまアンケートを実施

し、ご意見等を的確に把握し、お客さまニーズに対

応します。  

 

 

 

 

 

 
※ Ｈ29年度中間見直しに伴い新規の成果指標として設定。 

Ｈ29年度実績値は 365件。 

     

 

 

お客さまの施策形成への参画 

年度ごとに上下水道事業運営審議会を開催し、事

業評価や予算・決算報告等を行っています。平成 28

年度には、各委員と上下水道施設を見学し、上下水

道事業の取組みについて、御理解を深めていただき

ました。 

 

 

 

 

 

水に関わる人との連携・協働 

 熊本地域地下水保全会議への出席や、公益財団法

人くまもと地下水財団が実施する事業への参画など

を通して、熊本地域の関係市町村や関係機関と連携

を図り、広域的な地下水保全に取り組んでいます。 

 また、熊本市が実施している「夏季の節水重点期

間」事業に協力するとともに、環境フェア等のイベ

ントに出展しお客さまの節水に対する意識向上に取り

組みます。 

 

 

 

 

【熊本市上下水道事業運営審議会】 

【くまもと地下水財団への参画】 

【環境フェア】 【夏季の節水重点期間】 

【お客さまアンケートの実施】 

※ 
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成 果 指 標

H28実績値

928

H33目標値

1,259

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

【下水道】純損益（百万円）

成 果 指 標

H28実績値

1,464

H33目標値

1,761

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

【水道】純損益（百万円）

成 果 指 標

H28実績値

340

H33目標値

334

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

【水道】企業債残高（億円）

成 果 指 標

H28実績値

1,389

H33目標値

1,306

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

【下水道】企業債残高（億円）

 

 

節水機器の普及や節水意識の高揚、人口の伸びの鈍化や少子高齢化・ライフスタイルの

変化などによる水需要の減少により、料金収入（水道料金・下水道使用料）は減少してい

くものと予測され、この傾向は今後も続くものと思われます。 

一方で、高度成長期に集中して建設された上下水道施設は、今後更新時期を迎え、施設

の更新修繕等の改修費や維持管理経費の増加が予測されます。 

また、下水道事業においては約１，３８９億円の企業債残高（平成２８年度末）を有し

ており、その計画的な償還も重要な課題です。加えて、熊本地震で被災した上下水道施設

の復興事業も実施していく必要があることから、より一層の経営改善や人材育成、効率的

な事業経営を行うとともに、健全で安定した財政見通しに基づく事業経営を行う必要があ

ります。そのため、次のような取組みを行います。 

 

 

 

中長期的な財政見通しに基づく事業経営 

中長期財政見通しを踏まえた予算編成を行い、利益や企業債残高の水準を見極めながら、

健全で安定した企業経営を実現してきました。 

また、熊本地震により甚大な被害を受けた上下水道施設の復旧のために、多額の経費を要

したことや、料金減免による減収により収支状況は悪化しましたが、既存事業の見直しや先

送りを行うことで、全体の収支悪化を最小限にとどめました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

料金、負担金などのあり方 

料金収入（水道料金、下水道使用料）は、本計画期間中において現行水準を維持すること

を前提とし、今後の人口減少や熊本地震によるお客さまの水需要の動向に十分留意します。 
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成 果 指 標

H28実績値

100

H33目標値

100

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

研修受講率（％）

成 果 指 標

H28実績値

124

H33目標値

基準値
より増加

H28 実績値 H33 目標値

成 果 指 標

国際交流延べ人数（人）

 

 

 

人材の育成 

上下水道事業の研修や防災訓練の拡充、熊本市

やその他の機関が開催する研修に積極的に参加し、

お客様に信頼される職員の育成、技術の継承、災

害時対応力の強化に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際貢献 

ＪＩＣＡ（国際交流機構）等、海外からの研修生

の受入体制を整備し、上下水道事業に関する技術の

提供を通して国際貢献を行っています。平成 23～

28 年度にかけては、海外からの施設見学に延べ

220名を受け入れ、専門職員によるわかりやすい技

術提供を行いました。 

 

 

 

 

 

 

※ 基準値 ＝ 平成 23年度実績値（11人） 

 

 

 

【職員に対する研修】 

【ＪＩＣＡ技術協力プロジェクトへの対応】 

【防災訓練の様子】 

※ 
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4 経営戦略の策定について 

国は各公営企業に対し、今後の投資見通しと財源見通しの均衡を図り、安定的な事業運営

を促すため、中長期的な経営の基本計画（計画期間 10年以上）となる「経営戦略」の策定

を求めています。 

そこで上下水道局は、お客さまに将来にわたりサービスの提供を安定的に継続できるよう

経営健全化のための様々な検討を進め、平成 31年度（2019年度）までに「経営戦略」を

策定する予定です。 

 

○ 経営戦略とは 

各公営企業が将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期的な経営の基本計

画のことです。 

その中心は「投資・財政計画」（収支計画）ですが、組織効率化・人材育成や広域化、PPP/PFI

（民間の資金・ノウハウの活用）等の効率化・経営健全化の取組みについても必要な検討を

行い、取組方針を記載することが求められています。 

 

○ 経営戦略イメージ図 

 

経 営 戦 略

「投資・財政計画」（収支計画）

投資試算 財源試算

均衡

[投資以外の経費]

「効率化・経営健全化の取組方針」

反映
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○ 「経営基本計画」から「経営戦略」へ 

現行の「経営基本計画」に代わる新たな中長期的な経営基本計画となる「経営戦略」につ

いては、平成 31年度（2019年度）中の策定を予定しています。 

 

H
31

H
41

H
33

H
32

H
29

H
24

経営基本計画

経 営 戦 略

継承

発展

開 始 中間見直し

策 定 開 始
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